
～世界最大級の“旅の祭典”で「TOKYO GOOD」を発信 ～ 

Tokyo Good Manners Projectが 

ツーリズムEXPOジャパンに出展 

2016年9月に国際都市・東京を舞台とした新しいかたちのマナー向上プロジェクトの推進母体として設立された、一般

社団法人Tokyo Good Manners Project（略称TGMP）は、2016年9月22日から25日まで東京ビッグサイト

（東京都江東区）で開催された、世界最大級の旅行業界の展示イベント「ツーリズムEXPOジャパン」に初出展。日本

国内のみならず世界中から訪れた旅行関係者や一般来場者（約18万5000人：主催者発表）に対して、TGMPの

取り組み内容や東京が世界に誇るマナーの良さを紹介いたしました。 

2016年9月27日 

報道関係各位 
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＜イベント概要＞ 

イベント名：ツーリズムEXPOジャパン 

開催期間 ：2016年9月22日（木・祝）〜2016年9月25日（日） 

会場   ：東京ビッグサイト東展示場（東京都江東区） 

主催   ：公益社団法人日本観光振興協会、一般社団法人日本旅行業協会（JATA） 

後援   ：国土交通省、観光庁、総務省、外務省、スポーツ庁、文化庁、農林水産省、経済産業省、 

       環境省、東京都、公益財団法人東京観光財団、日本政府観光局（JNTO ）、 

       独立行政法人日本貿易振興機構、日本経済団体連合会、日本商工会議所、東京商工会議所 

開催規模 ：出展者数1,181社、出展国・地域数140、来場者数185,000人（主催者発表） 
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東京のグッドマナーを世界に発信・・・その第一歩は世界最大級の旅の祭典！ 

2016年9月に設立された一般社団法人Tokyo Good Manners Project（略称TGMP）は、東京に暮らす都民

および東京を訪れる観光客のマナーを新しいアプローチで向上させ、東京をより魅力的な都市にすることを目標に誕生い

たしました。 

例えば、多くの人が行き交う交差点、混雑する駅のホーム、多くの人が集まる繁華街。こうした東京の様々なシーンで

当たり前に見受けられるマナーの良さは世界から認められ、高い評価を受けています。TGMPは、これら東京が世界に誇

るグッドマナーを“TOKYO GOOD“というコンセプトでまとめ、それを構成するヒト・モノ・コトを「作品」と定義して可視化させ、

世の中に発信する活動『TOKYO GOOD MUSEUM』を立ち上げました。 

今回、ツーリズムEXPOジャパンでの出展は、TGMPの取り組み内容を多くの方々に知っていただくための第一歩と位置

づけ、展示・プレゼンテーション・資料配布を展開しました。海外からいらっしゃった多くの来場者から評価を頂いたほか、

TGMPの取り組みに共感いただいた多くの法人・団体のご担当者様と交流をはかることができ、展示は大盛況となりました。 

展示したのは“東京のマナー”  『TOKYO GOOD MUSEUM』に外国人来場者から大きな反響！ 

国内外の企業や団体が多数出展して各地の観光名所

やご当地グルメを紹介する中、TGMPのブースでは、ずばり

“東京のグッドマナー（TOKYO GOOD）”をメインコンテン

ツとして展示。東京が世界に誇るグッドマナーをキュレーショ

ンして作品として収蔵する『TOKYO GOOD MUSEUM』 

をブース内に展開し、外国人来場者や旅行関係者に実際

に体験いただきました。海外の人にとって東京のマナーの良

さとそれに伴う東京の過ごしやすさに対する興味関心は非

常に高く、多くの人が足を止め、英語・中国語に対応できる

説明スタッフに質問をしたり、展示内容について意見を交わ

したりしていました。グッドマナーを当たり前のように実践して

いる日本人以上に、それを新鮮に受け止めている外国人

来場者からの反響が非常に高い点が印象的でした。 
■展示内容■ 

（左）小さな気配りが紡ぐ一日 駅の整列乗車 

東京の朝のラッシュ。駅には時間通り電車がやってきます。それ

を実現しているのは、利用者の気配りがあってこそ。ドアの前に整

列し、降車する人が優先。この整然とした気配りが世界トップクラ

スの正確な運行ダイヤを支えています。 

（中）人々の心づかいが行き交う 渋谷スクランブル交差点 

渋谷スクランブル交差点は、多い時には1回の青信号で約

3000人が通行します。わずか1分足らずの時間でこれだけの人

が衝突せずに通行できるのは、ひとりひとりの心づかいがあるからこ

そ。このような光景は東京の至るところで見ることができます。 

（右）気持ちよい街づくりの中心に 丸の内のコンシェルジュ 

日本を代表する金融・経済の中心「丸の内」。その清潔な街を

支えるのは、街をきれいにしながらお困りの方に道案内などを行う

「クリーンアテンダント」です。街のコンシェルジュを中心に、丸の内を

行き交う人たちへ気持ちの良い街づくりの輪が広がっています。 
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会場では『TOKYO GOOD MUSEUM』の展示に加

え、「Tokyo Good Manners Project」（TGMP）

の設立背景や、東京の様々なグッドマナーを紹介するプ

レゼンテーションを実施しました。 

プレゼンテーションでは、 TGMPが実施した東京のイ

メージに関する調査結果を紹介。「東京は人のマナーが

良いと思いますか？」という質問に対して、「マナーが良

い」と答えた外国人が約65％に達したのに対して、東

京都民がわずか約25％だったことを取り上げ、東京のマ

ナーが海外から高く評価されているのに対して、東京都

民自身が東京のマナーの高さを自覚していない実態を

紹介しました。 

“東京のグッドマナー”をまとめた小冊子（日本語版・英語版）を来場者に配布 

今回の出展に合わせて、TGMPでは東京の様々な

シーンにおけるグッドマナーを紹介する小冊子『Good 

Manners & TOKYO』を日本語、英語の2カ国語

で用意。来場されたお客様に配布いたしました。 

この小冊子では、「街」「交通機関」「食事」という3つ

のテーマでグッドマナーを紹介。加えて、街中や公共交

通機関でのルール、食事の際の流儀や作法、コミュニ

ケーションで役立つフレーズなど、グッドマナーを東京の文

化として理解していただく内容になっています。 

小冊子は特に外国人来場者に好評で、多くの方が

立ち止まって内容を熟読したり、説明員に質問したりし

ていました。 

「訪日外国人に東京のグッドマナーを文化として楽しんでほしい」 プレゼンテーションで紹介 

Q.東京は人のマナーが良いと思いますか? 

マナーが良い 
64.9％ 

外国人（n=3300） 

Yesと答えた 
訪日経験のある外国人 

マナーが良い 
24.6％ 

東京都民（n=500） 

Yesと答えた 
東京都民 

■Yes  ■No 

その上で、TGMPの活動趣旨として「東京で暮らす/

働く一人ひとりがグッドマナーに誇りを持ち、東京を訪れ

る外国人の方々に文化としてグッドマナーを楽しんでい

ただくために、様々なアクションを起こしていきます」と集

まった人たちに宣言。プロジェクトが掲げる思いとして、プ

ロジェクトステートメント（次頁参照）を紹介しました。 

そのほか、プレゼンテーションではTGMPのイメージムー

ビー※を上映したり、『TOKYO GOOD MUSEUM』の

具体的な内容を紹介したりしました。 

「将来的には東京に暮らす/働く人々が主体となり、

新たな“TOKYO GOOD”を生み出す活動をも視野に、

都内の市民大学とも連携しながら新たな街づくりの試み

を展開してまいります」。 

※ TOKYO GOOD MUSEUM イメージムービー 

http://goodmanners.tokyo/ 

http://goodmanners.tokyo/
http://goodmanners.tokyo/
http://goodmanners.tokyo/
http://goodmanners.tokyo/
http://goodmanners.tokyo/
http://goodmanners.tokyo/


「Tokyo Good Manners Project」 について 
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Tokyo Good Manners Project パートナー (50音順、2016年9月20日現在) 

団体概要 

■団体名  ：一般社団法人 Tokyo Good Manners Project 

■設立年月日：2016年9月1日 

■活動内容：  TOKYO GOOD MUSEUMの運営をはじめとする、都民および東京を訪れる観光客の 

           マナー向上を目指した活動 ※TOKYO GOOD MUSEUMの概要は次頁をご参照ください。 

■プロジェクトステートメント： 

駅の整列乗車。 

銭湯でのかけ湯。ゴミひとつない道。 

雨の日にすれちがうとき、すこし閉じる傘。 

東京のグッドマナーは、 

ふとした気づかいでできている。 

相手への思いやりや、 

その場の空気をよくする心配り。 

ちがいを認め楽しむマインド。 

東京の人たちにとっては意識すらしない 

癖みたいなことかもしれないけれど。 

それは、世界にひとつの、東京のグッド。 

東京で暮らすひとりひとりが 

自分たちのグッドマナーに誇りをもつために。 

東京を訪れる世界中の人々に 

文化としてのグッドマナーを楽しんでもらうために。 

そして、東京を世界に誇れる 

心地のよい街にしていくために。 

TOKYO GOOD MUSEUM 

かたちのない美術館、はじまる。 



(参考) 「TOKYO GOOD MUSEUM」の概要 
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 Tokyo Good Manners Projectの想いを具現化する活動です。東京全体を「か

たちのない美術館」と見立て、東京のグッドマナーやそれを構成するヒト・モノ・コトを

「作品」として収蔵します。 

 「TOKYO GOOD MUSEUM」は、随時、収蔵作品が増えていきます。その作品は

ウェブサイトや広告、SNSを通じて世の中に発信していきます。 

 現存するグッドマナーを見つけ作品化する「マナーキュレーション」と、これからのマナー

課題の解決アイデアを考えたり、新しいグッドマナーを構想する「マナークリエーション」、

双方の活動を通して、TOKYO GOODを世の中に提示していきます。 

 企業や市民大学と連携したイベント、ワークショップなどの活動を通じ、東京に暮らす・

東京で働く人々が主体となって、“新たなTOKYO GOODを生み出していく”ということ

も視野に入れています。 

「TOKYO GOOD MUSEUM」とは 
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都市のマナー向上というと、世界の各都市で行われているような「ゴミを捨てない」、「交通規則を守ろう」といった公共マナー向

上キャンペーンが思い起こされますが、本プロジェクトはこのようなマナー啓発をするものではありません。なぜなら、東京のマナーの

良さは世界から認められ、評価されているからです。 

 

Tokyo Good Manners Project（TGMP）が実施した「東京のイメージ」に関する調査によると、「人のマナーが良い」と答

えた外国人が全体の約7割（64.9％）に上りました。しかし、「人のマナーが良い」と答えた東京都民は3割以下（24.6％）

にとどまり、マナーに対する東京都民と外国人の認識には大きなギャップがあり、都民の自己肯定意識が極めて低いということがみ

てとれます。 

 

TGMPでは、東京で暮らす一人ひとりが自分たちのグッドマナーに誇りを持ち、東京を訪れる世界中の人々に文化としてのグッ

ドマナーを楽しんでもらうために“TOKYO GOOD“というコンセプトを掲げ、さまざまなアクションを起こしていきます。 

 

そして、このコンセプトを具現化する施策が『TOKYO GOOD MUSEUM』です。これは、東京をかたちのない美術館に見立て、

東京のグッドマナーやそれを構成するヒト・モノ・コトを「作品」と定義して収蔵することで可視化させ、世の中に発信する活動です。 

TOKYO GOOD MUSEUM編集部が、いまの東京にあるTOKYO GOODを作品としてコンテンツ化して発信、都民やインバ

ウンド観光客からの推薦や投稿によって作品化を行う「マナーキュレーション」と、マナー課題を解決するアイデア創発をしたりグッド

マナーを生み出していく「マナークリエーション」の双方を、ミュージアムというフレームを通して世の中に提示していきます。 


